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は じめに
早稲田大学大学院日本語教育研究科では、大学院生が単に目本語教育に関する知識








1990年 の 「出入国管理及び難民認定法」の改 定に伴い外 国人登録者数 は急増 、それ
以降外国人登録者数は増加の一途 をた どり、2002度 末にはその数 が185万 人 となって
い る(法 務省入 国管理局)。 日本におけ る 日本語学習者 は、留学生、就学生、研修生、
中国帰国者、イ ン ドシナ難民 に加 え、 日本人配偶者 、 日系人 と、その背景 はさまざま
である。地域に定住す る外国人 も増 え、公立小中学校へ入学す る外国籍児童 も増加す
る現状 に対 し、地域では 日本語ボ ランテ ィアが活発 な活動 を展 開す るよ うにな って き
た。春 原は、 日本 国内における 日本語教育ネ ッ トワー クを大き く5つ のカテ ゴ リーに
分類 しているが、これ らのネ ッ トワー クがその分類 を超 え、共通 した特徴 と してr多
くのネ ッ トワー クが、地域 とかかわってい ること、 また学習主体が外国人 日本語学習
者だ けではな く、教員 ・日本人 学生 ・他分野 の専門家や地域 住民な どを含んでい る」
と述べ ている 〔春原2000;24)。
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この よ うな 日本語学習者 の多様 化 と広 が りに対応す るために、文化庁 は 日本 語教育
施策の一環 として 、 日本語ボ ランテ ィア活動 の支援 ・推進 と地域 日本語教育活 動の充
実 をその活 動事項 として掲 げ、地域 日本語支援 コーデ ィネーター研修や 日本語ボラン
テ ィア研修事業、親 子参加 型の 日本語教室の開催な どを行 っている(文 化庁2004)。
以上 、述ぺ てきた よ うに 日本語教育は地域への広が りとい う新たな展開 をむ かえて
い る中で 、大学 における日本語教育は、地域 とどの よ うな関わ りを構築すべ きであろ
うか。早稲 田大学 日本語教 育研究科では、年少者 日本語教育研究 室が新宿区の教育委
員会 と連携 し、大 学院生が 日本語指導を必要 とす る児童生徒の学 習支援 を行 うとい う
産学連携 の先駆 け的な施策が展開 されてい るOll上2004)。 しか し、実際 には、 このよ
うな大学 の地域 日本語教育へ の関わ りはまだ始まった ばか りであ り、その支援 に関わ
る一部の学生、また個人的なボランテ ィアネ ッ トワー クを通 して支援 に関わ っている




実践教育研究 のひ とつであ るr日 本語教 育実践研究(10)」 で は、言話習得研究室の
担当教員の下、大学院生が 日本語研究教 育セ ンターで開設 されてい る別科 日本語専修
課程r日 本語文章表現8C」 に参加 、授 業運営についての立案や 実際の授業運 営方法に
ついての話 し合いを行い実習生 として授業 に参加 、授業運営 の補助 を行 ってい る(2004
年度前期)。また、実践研究授 業の一環 として、留学生への 日本語授業 での実習の他に、
マルチメデ ィア を使用 した海外 との遠隔 日本語授業への参加や地域におけ る目本語教
育現場、墨 田区立文花中学校夜問学級への見学 も実施 している 〔宮崎2004)。
2,2地 域の 日本語教育現場への関わ り
日本語教育 実践研究(10)の 担 当者で ある宮崎 は、 これ か らの 口本語教育者 の育成に
ついて、多文化 共生社 会においてr大 学で創生 されたr知 」の財産 を、社会 で援用 し、
同時 に実践 共同体である、社会現場か らも学び取 るといったバ ランス感覚 を併せ持つ、
足腰 の しっか りした 日本語教育研究者 の養成 を目指す」(宮 崎2004:63・64)こ とが重




また、教育学 の分野ではあるが、米村(2003)は 大 学授業 の一貫 と して学生の中学校
夜間学級(夜 間中学校)訪 問を実施 し、その結 果、学生が 自ら夜 間中学校 とい う多文化共
生の現場 を実際 に体験す る事に よって、現在 の学校 教育、大学教育 を再考 し、多文化
共生へ の新たな視点 を持てたのではないか と帳告 した。そ して、「現実 の世界 と向 き合
う機会 を大事に しなけれ ばな らないのではないか。」と学 生が直接 、地域社会に触れ る
事の意義 を述ぺた。
2002年12月 に締結 された早稲 田大学 と東京都 墨田区 との産学連携協定の連携事業
のひ とつ と して、言語習得研 究室担 当教貴 は、墨田区の多文化 共生社会 実現を 目指 し
たr街 づ くり」r人 材育成」を 目標 と した事業展開を始 めてい る。その中で、大学院生
の中学校夜間学級(日 本語学級)の 見学や、 日本語 教育支援活動 、小学校 の 日本語通
級指 導教室での 日本語支援、 カ ウンセ リング、セ ミナー 「すみ だ と考 える多文化 共生
社会」 の開講 を実施 し、大学院生の地域 の 日本語教 育実践現場 への積極 的な関わ りを
促 して きた。
そ して、2004年5月 よ りr日 本語教育実 践研究(10)ゴ において実施 されてきた中学
校夜 問学級(以 下、F夜間中学校)へ の見学 をさ らに発展 させ た活 動 と して、墨 田区立
文花 中学校夜間学級に言語習得研 究室の大学院生2名 がボ ランテ ィア と して参加す る
こととなった。 この院生の地域 日本語教育現場への直接参加 は、大学 と地域 を結ぶネ
ッ トワー ク構築の一部 となっている。
3墨 田区立文花中学校夜間学級での活動
3,1夜 間中学校(中 学校夜間学級)の 概要
現在、全 国には夜間 学級が35校 設置 されてお り、生徒総数は約3,000人 と報告 され
てい る。東京都 に設置 されてい る夜間学級 は8校 あ り、その中の5校 に 日本語学級が
設 置 されている。 このよ うに 日本語学級が設置 されてい る夜間学級は全国で この5校
のみであ り、東京都 の先進的 な施策で ある。
夜間中学校 には、義務教育をなん らかの事情で修 了できなか った人 々が通 って くる。
現在 では、地域 に在住す る外国人で母国での義務教 育を修 了 していなかった学生が多
く通 ってお り、最近は連れ子 として来 日す る弱年層 の入学 も増加 してい る。夜間 中学
校 に在籍する約7割 の学生が外国人である とい う報告もな されてい る(原 田2003)。
夜間 中学校は、ま さに地域にお ける 日本語教育の現場で あ り、また、年齢 の幅の広い




墨 田区立文花 中学校夜問学級 は、昭和28年 〔1953年)旧 曳船中学校夜間部 として
開設 され 、平成10年(1998年)に1日 吾嬬第 三中学校 と統合、文花中学校夜間学級 と
改称 し、現在 に至 っている。文花中学校 には クラスが計11あ り、その うちの5ク ラス
が普通学級、6ク ラスが日本語学級 として運営 されている。学生は普通学級26名 、日
本語学級45名 、総 勢71名 の学生が在籍 している(2004年 度6月 現在)。 学生は16歳
か ら68歳 。出身国 は多様であ り、計6力 国 に上 ってい る(都 野2004)。
3.3授 業見学
2004年 度 前期 の 「日本語教育実践研究(10)」 における授業の一環 として、墨 田区立
文花夜間 中学 日本語学級の見学が実施 された。 参加 者は学校内施設の見学 、 日本語学
級での授業見学 と、 日本語学級担 当教員か ら夜間中学校 の現状 と 日本 語学級 に関す る




2004年 度5月 よ り、言語習得研究室か ら筆者 とも う1名 の大学院生(中 国人留学生〉、
計2名 が、学校支援ボランテ ィア として文花 中学校夜間学級 日本語 学級での 日本語教
育支援を実施 してい る。この支援活動は今後 も継 続の予定である。
<活 動時 間>
筆者は週に1回 、 もう1名 の大学院生は週2回 実施。
〈活動内容>
・始業前の補習、カ ウンセ リン グ(主 に若年層 の学生対象)





また、 学生や教職 員 とのよ りよいラポールの形成 と活動補助のた めに、筆者 は夜間




以上のよ うに2004年 度5月 よ り、墨 田区文花 中学校 夜間学級 の 日本語学級でボ ラ
ンテ ィア活 動を開始 したが、その取 り組 みは始めか ら問題 な く動 き出 したわ けではな
い。 ここでは、実際 にボランテ ィア活動が実施 され るまで、そ して実施後の活動の中
で浮かび上 がってきた問題点について述べ る。
① ポランテ ィア受け入 れ体制の確立
文花 中学夜間学級 では見学の受 け入れは行 っていたが、 これ までに継続的 なボラ ン
テ ィアの受 け入れ を実施 した ことがなか った、ボ ランテ ィアを受 け入れ る とい う新た
な取 り組 み を、学校 として どのよ うに位 置付 けるのか。 早稲田大 学か らのボ ランテ ィ
アを受 け入れ るとい う試みに対 し、学校 としての受 け入れ体制の確立が必要 となった。
そこで 、早稲 田大学 との産学連携事業 におい て言語習得研究室担当教員 との連絡係
を してい た 日本語学級担当教員が、他地域 の学校 にお けるボランテ ィア受 け入れにっ
いて調査 を行 った。その結果、他 区において 「学校支援ボ ランテ ィア」 とい う位置付
けボランテ ィア受 け入れが実施 され ているこ とがわか り、文花 中学校夜間学級 で もr学
校支援 ボランテ ィア」 として、院生の受 け入れ を実施す ることになった。
実際に、 このよ うな試みは院生に とって も新たな活動 であるが、夜間中学校の教員
に とって も新 しい経験である。そのため、院 生ボラ ンテ ィア と密 に連絡 を取ってい る
教員や、支援活動 を通 して関わ る二ととなった 日本 語学級 の担 当者 は共 に、 このボ ラ
ンテ ィア活動の方 向について模索 してい るとい う感 覚ができた か とは思 うが、あま り
接触す ることがない普通学級 の担 当者な どは、ボ ランテ ィアヘ の認識 が低 く、その活
動 自体への理解 も個人 によって大 きく異な ってい るのではないか とい う印象 を受 けた。
②ボランテ ィア活動 の実施
実際 に活動 を実施する段階にな り、 どのよ うな支援 ができるのか とい う間題 がで て
きた。 ボ ランテ ィア活動に参加 す る院生は 日本 語教 育研 究科 に在籍 し、 日本語教育 を
専門 としている。 しか し現場では、経験 も豊 富で生 徒 との信頼関係 を築いた先生方 が
日本語教育を実践 し、教室運営 を行ってい る。 この活動 では、院生が地域の 日本語 教
育現場の中で、 日本語教授 とい う点だ けに焦点 を絞 るのではな く、それ を取 り巻 く学
習環境や教授環境 について実際 に体験 しなが ら、現場での支援 を行 うことを 目的 とし
てい る、そのため、活動内容に関 して は 日本語学級担当者 と打 ち合わせ を重ねた上で 、
目本語のみに特化す るのではな く、院生 がで きる範囲での学習者 支援 を 目標 とす るこ
とに した。
しか し、活動実施 前の打 ち合わせで は、ボランテ ィアの受 け入れ 経験 がない とい う
一163一
ことか らも、教職 員側か ら具体的 に何 を手伝 っても らった らいいのか、特 に要望がで
て こない とい う状況があった。活動 開始 当初は どのクラスで補助 を行 っていいかわか
らず、会議室で待機す るよ うな時間 もあった。
そのよ うな状況の中、実際に学校へ顔 を出 して いく うちに、そ の場で必要 となって
きた通訳介助や取 り出 しの補助 な どを行い、そ こか ら活動が開始 された。そ して、教
員 との話 し合 いによ り、通訳介助 が必要 なクラスヘの入 り込みや試験登校 の学生 ・新
入生 の取 り出 し授業担 当な ど、徐 々に活動スケジュールが確 定 して きた。活動開始1
ヶ月後 には、基本的なスケ ジュール を決 め、それ 以外 に臨機応 変に必要 となる教務補
助 、通訳介助 を行 うな ど、少 しずつ ではあるが安 定 した活動 が行 える ようになってき
た と感 じてい る。
③ 日本語学級担当者の研修
夜 間中学校 日本語学級担 当者 は、 一般 の教員である。つま り、それぞれ の専門の教
科 を もった教職員であるが、 日本語 教育 を専門 として勉強 を してきた教 員で はない.
では、 日本 語学級 を担 当す ることになった教員 は何 らかの研 修を受 けているのだ ろ う
か。担 当者 に対す る、研修 の実施 な どは義務付 けられてお らず、実質的 には教員個人
個人 が努力 を して、 日本語教授法を勉強 してい るのが実情である。 日本語学級を長年
担 当 して、経験の豊富な先生方か ら他 の先生方が学ぶな ど、それ ぞれ の熱意で学級 が
運 営 されて いる。
中国語 圏か らの学生が多い こともあ り、文花中学夜間学級 の教員 の多 くが中国語 を
勉 強 してお り、学生 と流暢な中国語 で意思疎通がはかれ る教員 もいる。 学生 の母国語
を話せ る教 員がいることは、学生に とって精神的に大きな支え となっている と思われ
る。
④学生の流動的な動 き
夜間中学 校の特徴のひ とつ と して、学生の流動的な動 きがあげ られ る。途 中入学者
が非常 に多いこ と、 そ して、在 学生の出席 に波が あるとい うことであ る。実際に、5
月 にボ ランテ ィア活動を開始 してか ら、学校 に行 くと1,2週 間 ごとに新たな入学者 が
来てい る時期があった。このよ うに学生が次々に入 って くる と、年齢 、 日本語学 習歴
等、 も ともと背景が違 う多様 な学生の指導に、 さらに入学時期のずれ が加わ る状 況が
生まれて くる。そ して 、在校 生には昼問働いている学生 も多 く、仕事 の都合でなかな
か出席で きない学生や、学校に来 られて も疲 れきって勉強 に集中で きない学生 もいる、
新規入学者な どには、取 り出 し授業で対応 しているが、それで も、 ひ とつの クラス




ボ ランテ ィア活動 を通 して、実際 に現場 に入 って気が付いた夜間中学校で の 日本語
教育の特色 として以下の2点 があげ られ る。
① 日本語支援 と生活支援
夜間中学校 の 目本語学級は、あ くまで も中学校 の一学級 であ る。 教員 は、 日本語の
技術だけを教 えれ ばいい とい うのではな く、 生活全体 を含 めた学生文援 のひ とつ と し
て、学生 の学習指導 ・日本語指導 を行 ってい る。家族や子弟の学校 での問題 な どにつ
いての話 を聞いた り、生活上の問題につい ても教職員が真剣 に相談 にの ることもあ る。
②生活の中か らの学習
夜間中学校へ通 って くる学習者 は 日本語学級 での 日本語だ けではな く、生活 者 と し
て生活の中で 目本語 を吸収 してい る。そのた め、教科書 に縛 られ た 目本語 ではな く、
実体験の中か ら得た 日本語 を教室 の中に持 ち込んでい る。従来、教室 内では学習者の
既習の語彙 のみ を使 ってのテ ィーチ ャー ・トー クが使用 されてい ることが多 い と思 う
が、その よ うな会話 では計ることのできない語 学学習 を学習者は してい ると感 じた。
また、その可能性をつぶ さない よ うに して、{巾ば してい くことが大切だ と思 った。
3.4.4今 後の課題
文花中学校夜間学級における学生 のボランテ ィア活動 は、始まったばか りである。
今後、その活動 の可能性について さらに検討 が重ね られ よ りよい協力体制 を築いてい
く必要性 がある と感 じた。大学 と夜 間中学校 の連携 を深 めるため に、検討 したい課題
を2、点あげる。
①受け入れ の組織化
学校支援 ボ ランテ ィアとして学校での受 け入れを して もらってい るが、まだ受 け入
れ窓 口とな ってい る担 当教員個人が受 け入れ の対応 を検討 し、手続 きを一手 に引 き受
けてい るのが現状である。前述 した よ うに、夜問中学校 には普通学級 と日本語学級が
あ り、今回の場 合ボランティアは 日本語学級 での支援 を行 ってい る。 しか し、今後は
学校全体 と してボ ランティア活動 の受 け入れ について認知 し、活動内容に関 して も多
くの教職員がボ ランテ ィア と率直 な意見交換 を行え るよ うな場作 りが必要 になる と感
じている。 夜問中学校 が、学生の参加 だけではな く地域 の人々 も含めた外 部 との協力
体制 を作 り上げてい くためにも、ボ ランテ ィアの受け入れ体制 を しっか りと確 立 して




② 口本語学級 との関わ り
今 回のボランテ ィア活動においては、取 り出 し授 業や通訳介助 としての 日本語学級
への入 り込み とい う形で、 日本語 学習 支援 に携わ ってきた。夜間 中学校 の 日本語学級
が持 つ学習環境について学習支援を行 う中で、い ろいろな ことを学ぶ こ とができたが、
現場 で 日本語指導 を行ってい る先 生方 と、指導についてお話 をす る機 会があま り得 ら
れなかった。先 生方が多忙 であること、また、それぞれ の担 当者 が豊かな経験か ら教
室活 動を行 っているので教室活動にっいてボランテ ィア と話す必要はないのかも しれ
ない。 しか し、筆者 を含め、院生が 日本語教育 を専門 と して いるとい うことを考 える
と、今後、 なん らかの形で外部か らの刺激 をきっかけととらえ、 日本語学級担当者間
の 日本語指導についての話 し合いの場 にボ ランテ ィアも参加 させ ても らえれば、新 た
な支援について考えることもで きるので はないか と感 じている。院生が大学で得た リ
ソースな どの提供を行 うこと等 も今後の支援 のひ とつ とな るのではないか と考えてい
る。
おわ りに
地域の 日本語教育現場のひ とつで ある夜間中学校 でのボ ランテ ィア活動 を通 して、
日本語教育支援 は日本語の形式や文 法、教 え方だけで成 り立っているもので はない こ
とを実体験 できた。地域に生活す る学習者 が生活の中で生 きた言葉を使 う、学ん だ言
葉を さらに使 って生活 をしている姿をみて、地域での 日本語教育支援 が これ か ら果た
す役割 の大 き さ、可能性 について も考え させ られ た。今後 、多文化共生社会 の実現に
む けて、地 域の 日本語教育 について もっ と多 くの関心が よせ られ るだ ろう。 日本語教
育 を学ぶ学 生が地域 に出て、大学 と関わ りの深い限 られた学習者(留 学 生や就学 生)
だ けではな く、 さま ざまな背景 をもった学習者 に接 してい く機会が増 えることが望ま
れてい る と感 じてい る。また、大学での研究や教育 に関す る知 見が地域の 目本語教育
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